
　前号では，デジタルコモンズを，アセットを持
ち寄り，組み合わせながら新たな社会的価値・経
済的価値を共創する「場」「コミュニティ」「仕組
み」であると述べた．アルムハメトヴァ・メルエ
ルトは創発する組織の要件とデジタルコモンズの
機能で，共創を進める組織的なプロセスを対象
に，組織における構造的なボトルネックを解消す
る機能やメカニズムについて説明している．

　BIPROGY シカケラボでは仕掛学の社会実装を
推進し，誰もが楽しみながら社会課題を解決でき
る仕組みの構築を目指している．森本紗矢香，齊
藤哲哉はついしたくなる「仕掛け」で課題を解決
する仕掛学の社会実装に向けた取り組みで，知見
やアイデアをデジタルコモンズ上に蓄積・共有
し，オープンイノベーションによって共創を実現
する活動について述べている．

　DX の推進を目指している X 市では，下水処理
工程で発生した消化ガスを発電に利用している
が，その原料となる生汚泥が減少しているという
課題を有していた．天早健太，福本真也は社会課
題解決を目指した下水処理施設のデータ分析アプ
ローチで，下水処理場に流入する生汚泥の減少傾
向の要因分析と，消化ガス発生量と関係のある因
子の調査手法について説明している．

　DIVP コンソーシアムは産学官連携によるビジ
ネスエコシステムの中核を担っており，その中で
BIPROGY の DIVP シミュレータは，OEM 各社
の安全性評価の共通プラットフォームになること
を目指している．木村聡輔は DIVP コンソーシ
アムが主導するデジタルコモンズで，自動運転の
実現という社会的価値を創出する DIVP コンソー
シアムでの取り組みについて述べている．

　移動インフラの維持は，社会全体で取り組むべ
き構造的課題である．その解決には，データ連携
によって経済合理性を創出する「データエコシス
テム」の構築が不可欠である．高橋秀斗，酒井悠
人はモビリティ×ヘルスケアのデータエコシステ
ムによる社会 DX の実現で，経済合理性と社会課
題解決の両立を図る社会 DX の実装について述べ
ている．

　ヘルスケアの範囲を，“個人の置かれている段
階”の観点から，病気と診断される前の「健康・
予防領域」と，病気と診断された後の「医療領域」
の２段階で捉える．馬場柚里は 2025 年大阪・関
西万博からはじまる「日常の中にヘルスケアが溶
け込んだミライ社会の実現」で，健康・予防領域
における価値提供プロセスのアプローチ仮説と，
社会実装への取り組みを紹介している．

　建物や社会インフラの維持管理はアナログな方
法が主流であり，建築物の老朽化に対する労働力
不足が課題である．BIPROGY は，サイバー空間
上にデジタルツインを作成して，管理対象を自動
で台帳に紐づける，遠隔監視や省力化の検証を進
めている．石川直之は台帳連動型デジタルツイン
構築手法の確立と実用化に向けたアプローチで，
実証実験の結果について述べている．

　人口減少に伴う労働力不足の解決のためには，
AI 技術と XR・メタバースを活用した新しいア
プローチが有効である．BIPROGY グループでは，
アバターを活用した視覚や非言語コミュニケー
ションが労働力不足を補うという仮説を立てて検
証している．名雪健治，松岡大樹，前田忠宏は対
話型 AI エージェント機能を備えたアバターの検
証と展望で，社内外での取り組みを紹介している．

　デジタル技術の進展や製造・サプライチェーン
の連携といったエコシステム化が進むことで，情
報技術（IT）と運用技術（OT）の融合が進んで
いる．融合によるメリットが得られる一方で，両
者の目的や動作環境の違いから，セキュリティ対
策が不可欠である．森下直樹，白木啓子は IT と
OT の融合に伴う OT セキュリティの課題と対策
で，技術的な対策と体制について述べている．
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　本号は，猛暑に芽吹き，秋風に磨かれ，木枯ら
しに鍛え，年明けに結晶．BIPROGY グループの
デジタルコモンズが切り拓く未来を感じて頂けれ
ば幸いです．（馬場定行）

　本号をきっかけにデジタルコモンズが連鎖的に
広がり，浸透し，社会課題解決に貢献する契機と
なることを願います．さらに技術者の協働を促し
て，持続的な技術の発展に与できれば幸いです．

（栄田香織）

　「デジタルコモンズ」は簡潔な用語定義だけで
は一意に定まりにくく，時に複数の解釈が生まれ
がちです．本号の事例を通じ，皆様と共通理解を
深め，未来社会の創造への歩みを共にする一助と
なれば幸いです．（香林愛子）

　熊による人身被害が深刻化しており，人と熊が
共存できる未来の道が模索されています．前号と
本号で紹介した社会課題解決に関する当社の取り
組みが，皆が安心して暮らせる世の中にするため
の活動をより活発化させることに少しでも繋がれ
ば幸いです．（羽生貴史）

　本号はデジタルコモンズをテーマに，その理論
と実践，社会課題解決とビジネス価値の創出，組
織・人・技術の繋がりと共創，実現に向けた取り
組みを，現場で生まれた知と共創の多様な知見と
してまとめました．皆様と共に未来社会を創る
きっかけとなれば幸いです．（林田英雄）

　21 世紀になってから 25 年が経過しました．そ
の間に私たちの生活は大きく変わりました．2050
年はどんな世の中になっているでしょうか．暑い
日々に耐え続ける生活ではなく，持続可能な未来
社会で幸せに暮らしたいですね．（白木和彦）

　海外に日本のお菓子を持って行ったら過剰包装
に驚かれた，という記事を読みました．意識して
みると，毎日の中で当たり前に開封しては捨てて
いるビニールや紙の多さに驚きます．なるべくゴ
ミを減らせる商品を選ぶなど，持続可能な未来の
ために自分の行動も少しずつ改めていきたいと思
います．（武本杏奈）

編 集 後 記

▲

技報編集委員会
　委 員 長  馬場定行
　副委員長 栄田香織，香林愛子
　委　　員 田代杏樹，山岡浩一，川原尚樹， 

清家欽矢，川田清忠，川口真一， 
林田英雄，羽生貴史，田中星一， 
阿野弘喜，岩下忠資▲

技報編集事務局
　編集制作担当　白木和彦，武本杏奈
　（総合技術研究所）
●Editorial Board

S. Baba（Chairman）
K. Sakaeda, A. Korin（Vice Chairman）
A. Tashiro, K. Yamaoka, N. Kawahara, 
K. Seike, K. Kawata, S. Kawaguchi, 
H. Hayashida, T. Hanyu, S. Tanaka, 
H. Ano, T. Iwashita

●Editorial Staff
K. Shiraki, A. Takemoto

（Technology Research & Innovation）




